



Who was "Horiko"? − Artisans in 
the Tokamachi City area, Niigata
宮澤　智士
MIYAZAWA  Satoshi
　"Horiko," literary meaning "digging person," was used 
for artisans between the 19th and the beginning of the 
20th century in a limited area in Tokamachi city and 
Oziya in Niigata. "Horiko" artisans built streets and dug 
tunnels according to a record from the mid-19th century. 
"Horiko" artisans were also known for their involvement 
in constructing houses and warehouses. An old document 
regarding construction work shows that a "Horiko" artisan 
family later worked as a stone mason. This example 
indicates that "Horiko" artisans were engaged in fundamental 
parts of construction related to digging land and dealing with 
stones. However, it has not yet completely revealed what 












の内、主屋の天保 12 年『家造立諸入用仮控』（図 4 ）、第一号土蔵
の大正６年 『第一号土蔵改築記』（史料３）、文化５年 『質蔵普請

































































































蔵普請諸色扣』に堀子、主屋の天保 12 年 『家造立諸入用仮控』
に堀子と石工、明治７年 『水年車家屋立扣』に堀子と石工、第

















































































































　＜ 棟梁９, 脇棟梁１, 大工８, 木挽９, 左官８, 木羽屋６, 木羽石
















　 「牛腸・見舞貰覚」３月 13 日夕に呼び牛腸＜大工・木挽９
人＞この外に＜大工・木挽８人＞＜大工・木挽７人＞＜大工・







５月より土蔵普請、職人祝儀：＜棟梁忠七 500 文・市助 300 文、





　 標題脇に「文政 13 寅４月　北ひら葺替委細此帳末ニ記」と





























































































































































































































































































新しく作る用水堰の見積りは、用水の延長 1070 間（ 1.945 ㎞、１
間＝ 1.818 ｍとして）、この内、操抜穴（トンネル）93 間４尺（170.3 























































586 人（見積りの 32.4％）、工費は扶持米代１人に付き 86 文を加























































































































集第 109 号・昭和 40 年３月
2010「十日町市川西地区にみる蓮華積み石垣の調査―上野の第
二藤巻医院の石垣を中心に」長岡造形大学研究紀要第７号
・歴史学会編
2005『郷土史大辞典（上・下）』朝倉書店
112　堀子から石工へ－堀子とはどんな職人か
　史　　　料
［史　料１］
　　　弘　化　二　年
　新水用水堰堀子手間並内立渡方調
　　　乙　巳　六　月　　　　　　　 庄屋　謙助扣
　　　勤職人手間
　　　　但寅吉手控立会取調
五月七日より六月八日迄之間改
一　三拾人半　　　　　　寅　吉
一　三拾壱人　　　　　　徳右衛門
一　三拾壱人　　　　　　重　蔵
一　三拾人　　　　　　　乙　松
一　弐拾三人半　　　　　喜右衛門
一　弐拾四人　　　　　　露　松
一　拾四人半　　　　　　佐重郎
一　拾八人半　　　　　　与　吉
一　弐拾三人半　　　　　久　松
一　弐拾八人半　　　　　四郎治
一　弐拾弐人半　　　　　酉　松
一　拾九人半　　　　　　藤　蔵
一　拾三人　　　　　　　茂　吉
一　拾弐人　　　　　　　久　蔵
一　三人半　　　　　　　仙　蔵
一　弐拾四人半　　　　　仁三治
一　拾三人　　　　　　　力　蔵
一　拾七人半　　　　　　多　八
一　拾壱人　　　　　　　□　松
一　拾四人半　　　　　　勘治郎
一　拾三人　　　　　　　丹　蔵
一　拾三人　　　　　　　久太郎
一　拾人半　　　　　　　与　助
一　三拾弐人　　　　　　熊　蔵
一　四拾三人半　　　　　村堀子勤
一　六拾八人　　　　　　□手間
惣〆五百八拾六人
　　　寅吉より堀子え為請負候分
　　　手控立会改
一　百七拾七間
　　　此日料　銭拾六貫六百六拾文
　　　　訳
　　　　　七拾六間　　　　　　間百拾文宛
　　　　　　此日料　銭八貫三百六拾文
　　　　　四拾間　　　　　　　間八拾文宛
　　　　　　此日料　銭三貫弐百文
　　　　　五拾壱間　　　　　　間百文宛
　　　　　　此日料　五貫百文
　　　　〆
一　繰抜穴拾五間半　　　　　　間三百文宛
　　　此日料　銭四貫六百五拾文
一　百壱拾七間半
　　　此日料　銭拾二貫八百七拾文
　　　　訳　
　　　　　六拾七間半　　　　　間百文宛
　　　　　　此日料　銭六貫七百五拾文
　　　　　五拾壱間　　　　　　間百弐拾文宛
　　　　　　此日料　銭六貫百二拾文
　　　　〆
一　繰抜穴拾弐間
　　　此日料　五貫八百文　間四百五拾文宛
　　　　　　　　　　　　　外四百文宛
一　三拾七間半
　　　此日料　銭三貫三百六拾文
　　　　訳
　　　　　拾八間　　　　　　間百拾文宛
　　　　　　此日料　壱貫八百文
　　　　　拾九間半　　　　　間八拾文
　　　　　　此日料　壱貫五百六拾文
　　　〆
一　九間半　　　　　　　　　間七拾文宛
　　　此日料　銭六百六拾五文
一　五拾間　　　　　　　　　間九拾五文宛
　　　此日料　銭四貫五百文
一　拾八間　　　　　　　　　間七拾文宛
　　　此日料　銭拾弐貫六百文　（壱貫弐百六拾文の誤り）
一　八間　　　　　　　　　　間七拾文宛
　　　此日料　銭五百六拾文
　　　　
一　繰抜穴五間四尺
　　　　　　　　　　　　　　間三百文宛
　　　此日料　銭壱貫七百
一　弐間　　　　　　　　　　間八拾文宛
　　　此日料　銭百六拾文
一　五拾五間半
　　　此日料　銭拾三貫八百九拾文
　　　　訳
　　　　　拾六間半　　　　　間七拾文宛
　　　　　　此日料　銭拾壱貫五百五拾文
　　　　　三拾九間　　　　　間六拾文宛
　　　　　　此日料　銭弐貫三百四拾文
　　　　　〆
一　百四拾間壱尺　　　　　　間百弐拾貫文宛
　　　此日料　銭拾弐貫五百文
一　弐拾九間
　　　此日料　壱貫八百文
　　　　訳
　　　　　七間　　　　　　　間百弐拾文宛
　　　　　　此日料　八百四拾文
　　　　　拾弐間　　　　　　間八拾文宛
　　　　　　此日料　銭九百六拾文
　　　　　〆
一　繰抜穴四間壱尺
　　　　　　　　　　　　　　間弐百三拾文宛
　　　此日料　壱貫四拾弐文
一　繰抜穴三間半　　　　　　間弐百五拾文宛
　　　此日料　銭八百七拾五文
一　弐拾四間　　　　　　　　間六拾文宛
　　　此日料　壱貫四百四拾文
一　七拾五間　　　　　　　　間九拾文宛
　　　此日料　六貫七百五拾文
一　七拾六間四尺　　　　　　間百弐拾文宛
　　　此日料　九貫百四拾文
一　弐拾五間　　　　　　　　間百三拾文宛
　　　此日料　四貫弐百五拾文
一　繰抜穴参拾四間　　　　　間弐百五拾文宛
　　　此日料　八貫五百文
一　四拾三間弐尺　　　　　　間六拾文宛
　　　此日料　弐貫弐百九拾文
一　繰抜穴拾四間　　　　　　間三百五拾文宛
　　　此日料　五貫九百文　　外壱貫文増
一　七間弐尺　　　　　　　　間百三拾文宛
　　　此日料　九貫百四拾四文
　　　
〆　九百四拾八間弐尺
　　　此日料〆銭百四拾壱貫三百四拾六文
　　外
　　　銭四拾九貫弐百弐拾四文　扶（扶持）地代
　　　　　　　　　　　　　　　壱人ニ銭八拾文宛
　　　　　　　　　　但　勤人足五百八拾六人分
合銭百九拾貫五百七拾文
　此□諸金弐拾九両三分ト百七拾文
図７「新水用水堰堀子
手間調」表紙
図８　原文−普請帳の最後部
之
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［史　料２］
明治七年甲戌秋
水車家屋立扣
　　　 星名佐藤次
　　　記
　　　　　　　　　分家
一味
ミ
噌
ソ
煮
ニイ
まめ弐升程　新宅
　　是ハ普請中参候
　　　　　　　下町桶屋
一菜三束也　　　　太右衛門
　　同断
　　　　　　　分家新田
一漬かうかう　　　丸　屋
　　同断
　　　　　　　　上　町
一細引大根中ざる入　寿　作
　　同断
　　　　　　　　上西ノ
一芋弐升程　　　　庄　作
　八つ頭壱束
　〆
　　同断
　　　十月七日
一水車家屋地行　石場かツ＊（＝石場勝ち）
　　右場所ニおいて人足之者江
　　祝清酒五升　かうかう＊（＝香物）
　　ヲ付テ呉る
　　　右　人　足
　　　　　　　頭西うら徳右衛門（頭西は屋号か）
一堀子　　　　　九　人
　　　是ハ流水場石づみニ付
　　　先日より雇置候ニ付席手ニ致候
一人足壱人　　　丸屋より
　　　　是ハすけニ遣被下候分
一壱人　　　　　　　寿　作
　　　　是もすけニ参呉候分
　十月九日
一水車流水場石ヅミ相湍堀子
　　明日引払ニ相参候ニ付堀子職人
　　人足并奉公人ニ至候迄夕飯ニ酒呉る
　　今日水車がわ立致候
　　酒壱斗程入用也　惣人数五十人余
　　　　　　　　上町
一芋　木鉢ニ壱ツ　　田村伴次郎
　蕪菜　壱ざら
〆
　　　　　　　　田麦
一なす拾三　　　　　長右衛門
一□
イ
□
ト
古煮二ため　　新　宅
　　　　　　但四升位
一右同断　　　　　　友　七
　　　　　　但弐升位
一蕪菜　壱ざる　　　新　屋
一菜　壱ざる　　　　三　平
一畑芋　壱盆　　　　寿　作
十月十三日
　　棟　上
　　呼　人
一新屋　　新宅　　寿作
　友七　　丸屋ハ平助参
　居候ニ付使不残候事
　棟上祝
一塩増魚弐本　　　新宅
　扇子　壱包
　〆
一芋がら　壱盆　保三郎
　〆
一角茶壱袋　　　寿　作
　芋から壱わ
　〆
　　　　　　　東うら
一明か　　　　　七右衛門
　　ぼて壱ツ（明カニ茗荷カ）
　〆
一明か　　　　　源左衛門
　芋　　壱盆
　〆
　上棟　祝儀
　　　　田麦大工　棟梁
一金弐朱也　　　　六　蔵
　　　外ニ下桐箱壱本
　　　　　同人父　脇棟梁
一同弐朱也　　　　常　蔵
一同壱朱也　　　　嘉平太
一同壱朱也　　　　忠左衛門
　　　　　　　　木挽
一同壱朱也　　　　仙二郎
　　　　　　　　木羽屋
一同壱朱也　　　　藤　松
　　　　　　　　左官
一同壱朱也　　　　豊　吉
　　　　　　　　堀子
一同壱朱也　　　　久　松
　　　　　　　　堀子
一同壱朱也　　　　勘次郎
　　　　　　　　大工
一銭三百弐拾文　　　久　作
　　　　　　　　同
一同三百弐拾文　　　柳太郎
　　　　　　　　同
一同三百弐拾文　　　健　吉
　　　　　　　　同
一同三百弐拾文　　　秀　吉
　　　　　　　　同
一同弐百四拾文　　　市太郎
　　　　　　　　同
一同弐百四拾文　　　又　八
　　　　　　　　同
一同弐百四拾文　　　平　吉
　　　　　　　　木羽屋
一同三百弐拾文　　　熊　吉
　　　　　　　　木羽
一同弐百四拾文　　　小三郎
　　　　　　　　同
一同弐百四拾文　　　亀　吉
　　〆金弐分三朱
　　　　　三貫百弐拾文
　　　賄ひ方左ニ
　一諸職人廿人
　　　外ニ新屋　新宅　寿作　豊吉
　　合廿四人
　　右者
　一家内並雇人共
　　　三拾三人
　　右者夕飯蕎麦膳之上ニ而
　　酒斗り 
（完）
［文献資料３］
第一土蔵改築記　―大正六年
「（前略）
十月九日工事落成祝ニ付、左ノ者ヲ招ク。
但今迄別ニ祝儀金ハ先年ノ例ヨリ多額ニス
　　　　　　　　　　上野
　祝儀金五円　棟梁大工　茂　吉
　扇子一包　方
　　（中略　　以下、職人略）
　　　　　　　　　　伊勢平治
　祝儀金弐円　　　堀子　幸三郎
　扇子一包
　　　　　　　　　　伊勢平治
　祝儀金壱円　　　堀子　富太郎
　扇子一包
　　　　　　　　　　　上野
　祝儀金壱円　　　堀子　亀　吉
　扇子一包
　　　　　　　　　　　野口
　祝儀金壱円　　　石工　六　蔵
　扇子一包
　但右石工丈ハ招カズ祝儀金ニ塩鱒ヲ添ヘ
送ル（後略）
　図９「水車家屋
立扣」表紙
　夕飯
　　蕎麦切　　 清酒　　　
　　辛味三品　つぼニ入膳ノ上
　　　　　　　さいニ出ス
　　木盆五ツ組
壱斗五升位六十人前
肴　
図 10　原文−上の縦線部分
　　　すし二鉢
　　数之子二鉢
　　ニしめ二鉢
　　但　にしん
　　　　芋
　　　　とうふ
　　　　なす
　　　　大根
